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写真　緑肥作物 （ヘアリーベッチ、 ライ麦の混播）

土壌肥料研究の展望

環境との調和と生産性の維持・向上
～イノベーションによる両立を目指して～

土壌･環境保全課　課長　稲原　誠

1

農研ニュース　第３２号　　令和３年（２０２１年）９月発行
発行所   富山県農林水産総合技術センター農業研究所

〒939-8153 富山市吉岡 1124－1　TEL 076-429-2111
農林水産総合技術センターＨＰアドレス　http://taffrc.pref.toyama.jp/nsgc/nougyou/

vol.32
令和３年９月富山県農林水産総合技術センター農業研究所

6

農業研究所の活動から

試験圃場の青田まわり

夏休み子供科学研究室

リモートセンシングを活用した

生育診断技術の確立

（栽培課　佐藤研究員）

色素を吸着する土の性質を

調べてみた。

土色帖のどの色に近いかなぁ？ 土壌ｐH を測定機で測ってみた。

「富富富」 ブランドを確立する

ための食味特性の解明

（栽培課　渡邊研究員）

斑点米カメムシ類に対する

新規薬剤の防除効果

（病理昆虫課　千嶋研究員）
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写真 1　被膜崩壊性の違いと水中での挙動
左 ：溶出後の被膜　　右 ：水中での挙動

研究成果

大麦の全量基肥施肥における新規被覆窒素肥料の実用性
～被膜崩壊性の高い肥料の利用を～

土壌・環境保全課　副主幹研究員　髙橋 正樹
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図 1　被覆窒素肥料の窒素溶出
※LP50 の溶出は、 2006 ～ 2020 年産の内の８年分
　の変動範囲

写真 2　播種後 19 日の大麦の生育
　　　　　左 ： J コート区、 右 ：慣行区
※撮影日　2019 年 10 月 20 日

図 2　旬別平均気温の年次比較

2020年産J50
2019年産J50
LP50の溶出の
年次変動範囲

2019年産 Jコート

2019年産 慣行

2020年産 Jコート

2020年産 慣行

図 3　大麦の茎数の推移

表　大麦の収量 ・品質等

※精子実重は水分 13％換算
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写真 1　被膜崩壊性の違いと水中での挙動
左 ：溶出後の被膜　　右 ：水中での挙動

研究成果

大麦の全量基肥施肥における新規被覆窒素肥料の実用性
～被膜崩壊性の高い肥料の利用を～

土壌・環境保全課　副主幹研究員　髙橋 正樹
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2019年産平均気温
平年値

図 1　被覆窒素肥料の窒素溶出
※LP50 の溶出は、 2006 ～ 2020 年産の内の８年分
　の変動範囲

写真 2　播種後 19 日の大麦の生育
　　　　　左 ： J コート区、 右 ：慣行区
※撮影日　2019 年 10 月 20 日

図 2　旬別平均気温の年次比較

2020年産J50
2019年産J50
LP50の溶出の
年次変動範囲

2019年産 Jコート

2019年産 慣行

2020年産 Jコート

2020年産 慣行

図 3　大麦の茎数の推移

表　大麦の収量 ・品質等

※精子実重は水分 13％換算
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研究成果

秋どりネギにおけるネギハモグリバエの発生消長と
粒剤を用いた重点防除時期
～被害の急増期に備え粒剤防除を～ 病理昆虫課　副主幹研究員　向井　環
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【調製重】 【食害痕被害度】
区

粒剤3回

粒剤2回（7月下旬省略）

粒剤2回（8月下旬省略）

無処理

8/27

2 4
調製重（kg/1.2㎡）
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ネギハモグリバエの食害痕被害度

60 80

図 1　ネギ圃場におけるネギハモグリバエ成虫誘殺数
　　　 （上） と重症食害株率 （下） の推移
　　　 （2019、 2020 年）
注） 品種 ： 夏扇パワー、 定植 ： 2019 年　４/18　2020 年　４/16、

黄色粘着トラップは両面２枚の合計値を日当たり換算
重症食害株率 ： 調査株における重症株 （発生予察基準における
食害痕程度３と４） の割合

図 3　生育期の各種粒剤の効果 （2018、 2020 年）

図 2　ネギハモグリバエの粒剤処理
　　　 時期と調製後の重量及び食害痕
　　　 被害度 （2019 年）
注） 品種 ： 夏扇パワー、 定植 ： ４/18、

処理殺虫剤 ： ベストガード粒剤６㎏ /10a、
収穫調査 ： ９/26 に各区１ｍを掘取り調製後
に重量と食害痕を０～２の被害程度別に区分
し被害度を算出、 エラーバー ： 標準誤差

写真 1　ネギハモグリバエの
成虫 （左） 及び幼虫 （右）

写真 2　ネギハモグリバエ
Ｂ系統の幼虫による食害痕
（左上、 中上） 及び９月中旬頃
の重症被害 （右上） と従来系統
の食害痕 （左）

2020
2019初誘殺

2020年  5/23
2019年  5/18

2020
2019

処理直前

【2018年  氷見】 【2018年  農研】 【2020年  農研】

処理25日後 処理直前 処理26日後 処理直前 処理26日後

注） 【2018 年氷見】 品種 ： ホワイトソード、 定植 ： ４/23、 処理 ： 6/15、 全葉調査　
【2018 年農研】 品種 ： 夏扇パワー、 定植 ： ４/17、 処理 ： 6/14、 全葉調査　　　　　　
【2020 年農研】 品種 ： 夏扇パワー、 定植 ： ４/17、 処理 ： 6/18、 中心展開２葉調査
各剤　6 ㎏ /10a を土寄時に処理、 食害痕数 ： ネギハモグリバエ幼虫による食害痕の数、 重症は長さ 3cm 以上の食害痕
各試験において異なる英小文字間には５％水準　英大文字間には１％水準で有意差あり （Tukey 法）
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研究成果

秋どりネギにおけるネギハモグリバエの発生消長と
粒剤を用いた重点防除時期
～被害の急増期に備え粒剤防除を～ 病理昆虫課　副主幹研究員　向井　環
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7/3 7/29
殺虫剤処理時期

【調製重】 【食害痕被害度】
区

粒剤3回

粒剤2回（7月下旬省略）

粒剤2回（8月下旬省略）

無処理

8/27

2 4
調製重（kg/1.2㎡）

6 8 0 20 40
ネギハモグリバエの食害痕被害度

60 80

図 1　ネギ圃場におけるネギハモグリバエ成虫誘殺数
　　　 （上） と重症食害株率 （下） の推移
　　　 （2019、 2020 年）
注） 品種 ： 夏扇パワー、 定植 ： 2019 年　４/18　2020 年　４/16、

黄色粘着トラップは両面２枚の合計値を日当たり換算
重症食害株率 ： 調査株における重症株 （発生予察基準における
食害痕程度３と４） の割合

図 3　生育期の各種粒剤の効果 （2018、 2020 年）

図 2　ネギハモグリバエの粒剤処理
　　　 時期と調製後の重量及び食害痕
　　　 被害度 （2019 年）
注） 品種 ： 夏扇パワー、 定植 ： ４/18、

処理殺虫剤 ： ベストガード粒剤６㎏ /10a、
収穫調査 ： ９/26 に各区１ｍを掘取り調製後
に重量と食害痕を０～２の被害程度別に区分
し被害度を算出、 エラーバー ： 標準誤差

写真 1　ネギハモグリバエの
成虫 （左） 及び幼虫 （右）

写真 2　ネギハモグリバエ
Ｂ系統の幼虫による食害痕
（左上、 中上） 及び９月中旬頃
の重症被害 （右上） と従来系統
の食害痕 （左）

2020
2019初誘殺

2020年  5/23
2019年  5/18

2020
2019

処理直前

【2018年  氷見】 【2018年  農研】 【2020年  農研】

処理25日後 処理直前 処理26日後 処理直前 処理26日後

注） 【2018 年氷見】 品種 ： ホワイトソード、 定植 ： ４/23、 処理 ： 6/15、 全葉調査　
【2018 年農研】 品種 ： 夏扇パワー、 定植 ： ４/17、 処理 ： 6/14、 全葉調査　　　　　　
【2020 年農研】 品種 ： 夏扇パワー、 定植 ： ４/17、 処理 ： 6/18、 中心展開２葉調査
各剤　6 ㎏ /10a を土寄時に処理、 食害痕数 ： ネギハモグリバエ幼虫による食害痕の数、 重症は長さ 3cm 以上の食害痕
各試験において異なる英小文字間には５％水準　英大文字間には１％水準で有意差あり （Tukey 法）
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写真　緑肥作物 （ヘアリーベッチ、 ライ麦の混播）

土壌肥料研究の展望

環境との調和と生産性の維持・向上
～イノベーションによる両立を目指して～

土壌･環境保全課　課長　稲原　誠

1

農研ニュース　第３２号　　令和３年（２０２１年）９月発行
発行所   富山県農林水産総合技術センター農業研究所

〒939-8153 富山市吉岡 1124－1　TEL 076-429-2111
農林水産総合技術センターＨＰアドレス　http://taffrc.pref.toyama.jp/nsgc/nougyou/

vol.32
令和３年９月富山県農林水産総合技術センター農業研究所

6

農業研究所の活動から

試験圃場の青田まわり

夏休み子供科学研究室

リモートセンシングを活用した

生育診断技術の確立

（栽培課　佐藤研究員）

色素を吸着する土の性質を

調べてみた。

土色帖のどの色に近いかなぁ？ 土壌ｐH を測定機で測ってみた。

「富富富」 ブランドを確立する

ための食味特性の解明

（栽培課　渡邊研究員）

斑点米カメムシ類に対する

新規薬剤の防除効果

（病理昆虫課　千嶋研究員）


